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苧甘②1授業実践から▼
く十小学校5年′打芸、上記アンケ十ト調査でも述べたとおりt　八一一ドル走がもともと好
．きJな児範の割合が高く言摘上　ごま組ともに／ナ∵ドル走について未練駿者はいない。タイム
、ぴ〕伸びを且ても∴す‾でに璃附詳細なデー一夕を見れば分かるように、‖河口の計測の結果
はかなりフラット走に近く、最高タイムではほとんどの児童がかなりフ′ラット走に近い
結果を出している。すでに、記録の　欄fぴしろj　はほとんどないようにも思われる。
このような児童たちのアンケ一一一一ト結果（授業前・授業後の比較）は、自由記述によく
実態が表れている。授業前のアンケ・リート結果でも、かなり技能面において高度な記述が
あり、4年生までの授業で、摘録党作り」以上の11捧上運動」的な授業が行われているこ
1とを示している　たとえば、『低く跳ぶ』など主すでに、5つの技能ポイントを克服して
いるようにも受け取れる。また∴技能廟においてもう〕年互授業前投階において、かなり
の習熟が見られ、、多くの児童にとって、4年牛までのミニマムが達成されてきていること
が分かる。また∴（「小学校では1分に行えなかったラダTつ、レ一・一二ングを、を；小学校で
は実践し、八一㌢ドル走の学習に臨んでいる言上
∵また言私事学校では，昨年度の指導案に変更を加え、より　層児童の実態に応じた内容
を実践している。内容は上記　往小学校5年4、親の墳亨　を参考にされた五フ
（団、学校の桐ソト調と元学習前・学習後のデー一一タを上に示す待針里。E小′争較㍉°小
．倒立に狭適している二、とは，「2．分析の視点＿「で述べたように、一。ユ望j竪釜錘と土工見た塊
宣長之真之土産望進呈皇竺三豊坐去望達真壁盤墓室墜羞走塁豊聖塵星空土壁三豊皇重量
．ら孤独▼へ見終的には言能ボイン辛、）～⑤を繰り返し練習し、課蓬を克服していくこと
で、八十ドル走のタでムは良くなる。
このときに必桓ことは，、「2つ欄の凝血の」胤遵法望豊史の望腰カニ土建越強
運鮭」，憂患玉出生起進壁真裏盤墓室ま．≧建去一二遥迦堅王墓重量真数姦土という
ことである。
本学習では、形成的評価を記録のかたちでは残していないが、教師自身が・一入ひとり
の児童のつまずきを把握し、課題を認識させる必要があろう。。また、友達からの声かけ
などによって、児童が自発的にめあてを持つ学習を行うことである。そして適切な　r声
かけ」・「場の設定」を行うことで児番の記録を部一日二する。また、授業前・授業後の自由
記述を見ても分かるとおを上　授業前には消極的な意見がやや目立ったが、授業後には積
極的な愚兄が数多く出された∴！＼・一一ドル走に対する意欲が向上したと考えられるであろ
う。
5－も　考察：成果と課題
今回の臣小′学校∴0小学校の実践では、学習途中の形成的評価を取らなかった。その
J
ため、児童が各時柳二課題と感じていた技能ポイントの変化が分か鋸こくかった。また，
欄の児童ではハ一つミル学習を始めて3時目（日射は　仕的－ノラット走の計測）に記録が
：l（’）
大きく落ち込む児童が見られ、原因をこれから考えていく必要を感じた。また、フローチ
ャート（資料G）を元に声かけを考えているが、指導案上の時数による個々の児童の進み方
とややタイムラグを生じたこともあった。ただし、児童が挙げている「コツ」や、「どんな
ことに気をつけて練習するか」という問いでは、「遠くからまたぎ越す」・「高く跳び過ぎな
い」という記述が多く書かれている。過年度までの学習の積み上げの成果が見られると考
えられる。
6．まとめ
本年度は、平成19年度に提案した指導案を用いて、『声かけ』・『場の設定』・『低学年・
中学年・高学年のミニマム』をはっきりさせ、授業を行い、実績を積むこと、指導案の妥
当性を検証すること、更なる課題を見つけ克服する方準を考えることをテーマとした。
その結果、
①授業前・授業後のアンケートを統一したことで比較の条件をそろえることができた。ま
た、母数が増えることで、指導法の信頼性・妥当性が増した。
②授業実践内容を各撃校・各クラスで共通理解し、これまでの成果をいかした授業の実績
を積み重ねることができた（特に、0小・E小ではこれまでの授業研究を児童が体験し
てきている）。
③　指導案の妥当性はかなりあると考えられたが、新指導要領の視点も取り入れていきたい。
④　課題として効果測定の問題が残った。全6時間の授業の中で、ベストタイムとフラット
走の差を指導効果とみなすか、その数字を偶然のものと捉え、平均値を指導効果とみな
すか、最終時の記録を効果とみなすか、である。
⑤　また、低学年の児童にとっては、どういう系統性をもとにして中学年でのハードル走に
結びつけていくべきなのか、はっきりしない部分があった。
⑥　アンケートを統一したことで、本年度の実践で出てきた課題を同じ視点で分析し、指導
案の更なる向上をおこなえる。
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J資料4 体育科ハードル走授業前アンケ｛ト
（）年（　）組　名前
1．あなたは身体を動かすことが好きですか。
好き　　　　　まあまあ好き
理由
どちらかというときらい きらい
2．あなたは走ることが好きですか。
好き　　　　　　まあまあ好き
理由
どちらかというときらい きらい
3．あなたはハードル走をしたことがありますか。
はい いいえ
4．「3」で「はい」と答えた人に聞きます。あなたが知っているハードル走のfコツ」を教
えて下さい。
5．これから体育の学習で，ハードル走を学習します。ハードル走は，障害物をじょうずに
またぎこして速く走ることが目標です。より速く走るためには，どんなことに気をつけて
練習すればいいですか。
6．ハードル走は，バスケットボールなどのようにチームで争う種目とちがって個人種目で
すが，今度の学習ではグループ学習でも進めよう、と思います。
グループで学習するとき，どんなことに気をつければいいと思いますか。
自由記述の欄　（はじめのタイムなど）
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資料5 体育科ノ＼一ドル走授業前アンケート体育科ハードル走
授業後アンケート
（）年（）組　名前
1．あなたはハードルの授業で身体を動かして気持ちよかったですか。
はい　　　　　　まあまあ　　　　　　どちらかというとあまり
理由 軸
ぜんぜん
2．あなたはハードル走を好きになりましたか。
好き　　　　　　まあまあ好き　　　　　　どちらかというときらい
理由
きらい
3．障害物をじょうずにまたぎこしてより速く走るために，どんなことに気をつけて練習し
ましたか。
4．グループで学習するとき，どんなことに気をつけましたか。また，どんな言葉でうまく
なったと思いましたか。
5．この授業を通してあなたが気づいたハードル走の「コツ」を教えて下さい。
自由記述の欄　（タイムの伸びなど）
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資料7　〈平成17年度の研究成果と課題〉
「遠くから踏み切るように」という言葉かけは、ハードル走の技能を高める上
で、他の技能ポイントとも相乗効果を示し、有効である。
「足の裏が見えるように」「スピードを落とさずに」という言葉かけも有効で
ある。
スポンジハードルはハードルをまたぎ越すことへの恐怖心を取り除く上で大変
有効であった
踏み切り位置の目安としてハードル手前にコーンを置くことにより、児童の目
線が足元にいかず、「遠くから」踏み切ることを感覚として意識することができ
た
これらの成果がはっきりした一方で、
より技能を高めるには、さらにどんな言葉かけや用具　場の工夫が効果的なの
かを探りたい。
ハードルの間隔に自分の歩幅やスピードを合わせていくことも考える必要があ
るのではないか
「成果」にあげたような言葉かけにより　児童の力は伸びているが　各児童自
身が体勢などをイメージ化できているかどうかには疑問が残ったので、ビデオ
などを活用する工夫が必要であった
児華ひとりひとりの伸びを明確にするため、毎時間におけるタイムの測定をし
ていく必要があった。
などといった課題が明確になった。
そこで平成18年度は、これらの課題を踏まえ、研究授業を行うと同時に
ハードルの技能フローチャート（図　　　　）精選を行ない　どの技能
ポイントで、どういう言葉かけが適切なのかを明確にしてきた
く平成18年度の研究成果と課題〉
空中姿勢にかかわる言葉かけ（「足の裏が見えるように」「振り上げ足のつま先
を反対の手でさわろう」など）よりも、踏み切りにかかわる言葉かけ（「振り上
げ足を決めよう」「スピードにのって遠くから踏み切ろう」「振り上げ足が同じ
になるように踏み切ろう」など）の方が有効であることが分かった
「振り上げ足をはやく下ろそう」という言葉かけは、「スピードにのって遠くか
ら踏み切ろう」という言葉かけと相侯って有効になる。
「ゴール地点を全力で走りぬける（スピードを落とさず最後まで走りきる）」と
いう基本的な言葉かけも有効である。
空中姿勢の習得には時間がかかるが　習熟が早い児童には、「前傾姿勢で」など
の空中姿勢の指導が有効であることが分かってきた
34
／
中学年において、「気持ちよく走り抜けよう」という言葉かけがリズミカルに走
ることを意識するのに有効だった。
3歩のリズムを意識させるには、「1，2，3」の言葉かけやインターバル間にコー
ンを置いたり、白線を引いたりする場づくりが有効である∴
恐怖心を取り除くには、簡易ハードル（ダンボールなど）を設置することが有
効である。
技能段階に応じた言葉かけとそれに適した練習の場を精選することができた
、（フローチャート参照）。
指導者や友だちからの賞賛の言葉かけは、児童自身が自信をもって意欲的に学
習に取り組めるようにする上で有効である。
これらの成果がはっきりした一方で、
・技能向上と併せ、さらに関心・意欲・態度、思考・判断力をたかめていくため
の言葉かけ・．授業づくりを考えていくこと。
・技能段階に応じた言葉かけや練習の場をいっそう精選し、フローチャートを改
善すること。それをもとにした子どもの学習カ「ドづくりをすること。
・友達の賞賛や励ましの言葉かけが有効であるということからも、教え合い活動
を取り入れた実践をおこなうこと。
・低学年からの系統立てた取り組みが必要であることを広く知らせる（基本の運
動でハードルへの恐怖心を持たせず、障害を越えることの楽しさを味わわせ、
インターバルでのリズミカルな走りを体験させることが高学年の技能向上にス
ムーズにつながる）。
という課題が見えてきた。
く平成19年度の研究成果と課題〉
成果としては、以下のような事柄が挙げられる。
・昨年度・一昨年度の声かけや場の設定が有効であることが再確認できた。
・各学校の各学年で広めるべき学習指導案が作成できた。
・また、各学年間で系統性をもった学習指導案が作成できた。
・各技能ポイントでの声かけや場の設定を確認・検証し、各学年に使えるようにした。
・コーディネーション運動やラダートレーニング等の準備運動を取り入れることに
より、巧緻性が身につき、他の運動の学習への転移が期待できる。
その一方で、次のような課題が明らかとなった。
・技能面（フローチャート）の発展・内容の精選が進まなかった。
・思考・判断に関する言葉かけがはっきりしなかった。
・高学年のアンケートに対するもっと深い分析が必要である。
「仮説」の検証があいまいであり、今後の実践によって確認していく必要がある。
［
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1
、、
